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内容の要旨及び審査の結果の要旨
法医実務における薬毒物検査においては，可及的少量の試料から，いかに確実かつ迅速に定性及び定量
的分析を行うかが最も重要な課題といえる。本研究では，このような観点からキューリーポイント・パイ
ロライザーを基本としたパルスヒーティングーガスクロマトグラフィーー質量分析法（Py-GC-MS，以
下，Ｐｙと略）を用い，代表的な揮発性吸入麻酔薬であるセポフルラン（以下，Sevと略)，イソフルラン
(ISO)，エンフルラン（Enf)，ハロタン（Hal）の生体試料からの検出方法を開発し，同法の臨床法医中
毒学的応用についても検討した。
すなわち，上記４種の麻酔薬を血漿やツィーン20溶液中に溶解した標準液についてPy法で分析したと
ころ，測定開始から５分以内に４種の麻酔薬を同時に検出しえた。また，得られたマススペクトル（以下
ＭＳ）は標準物質のそれと一致し，定量分析では検量線のピーク高と濃度は直線性を示し,､相関係数（ｒ）
はEnfで0.998,Sev，ＩＳＯ，Halはいずれも0999と，強い正の相関を示した。また，４種の麻酔薬をウサ
ギに吸入させ，その後採取した血液試料のPy法による分析では，得られたＭＳは標準物質のそれと良く一
致し，さらに同一試料の気化平衡（ＨＳ）－ＧＣ－ＭＳ（以下HS）法による測定値と比較した結果，Sevは
ｒ＝0.994,1soはｒ＝0997,Enfはｒ＝0.993,Halはｒ＝0988と，いずれも良好な相関を得た。
臨床的応用の可能性を検討するため，Enf麻酔の12症例18検体とSev麻酔の４症例８検体の術中静脈血
試料を分析したところ，得られたＭＳはいずれも標準液と良く一致し，同一試料のHS法による測定値との
比較では，Enfはｒ＝0.914,Sevはｒ＝0937と良好な相関が得られた。一方，術中麻酔薬濃度の経時的
測定のため，吸入麻酔開始直前の０分，以後３，５，１５，３０，６０分後，さらに麻酔終了後の１０，２０，３０分
に採取した末梢静脈血を測定したが，Enf及びSev吸入麻酔症例の両者とも，術中の患者のパイタルサイ
ンの変動と血中濃度の変化は良く関連し，麻酔終了後は急速に濃度が低下した。また，EnfやＳＣＶ麻酔施
行中に採取した血液試料11検体を-20℃と20℃で保存後，Ｐｙ法で測定したところ，両者の測定値には有意
差はなく，採血後，約１年でも検出可能であった。
以上の成績からＰｙ法は揮発性薬毒物の分析の一環として，吸入麻酔薬の分析にも利用でき，手術中の
麻酔薬モニタリングへの応用の可能性が示された。また，室温と-20℃で保存した検体の測定値に有意差
はなく，採血後約１年経過した試料からでも揮発性吸入麻酔薬の分析が可能であることが判明した。
以上，本研究は揮発性吸入麻酔薬についての新しい分析方法を開発し，その法医実務上の有用性を明ら
かにしたもので，臨床法医中毒学に寄与する価値ある労作と評価された。
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